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本研究は、キャリア自律心理およびキャリア自律行動が、従業員の心理的ウェルビーイン

グ、ワーク・エンゲイジメント、人生満足度といったウェルビーイング要素に与える影響を明

らかにすることを目的としている。さらに、これらの関係において、組織からの支援（意思決

定への参加、公平な成長の機会、上司および同僚からのサポート）が調整効果を持つかどうか

についても検討を行った。キャリア自律心理とは、個人が自らの価値観や目標に基づいてキャ

リアを設計し管理する心理的な側面を指し、キャリア自律行動はそれを行動に移す具体的な活

動を意味する。本研究では、この 2 つの要素がどのようにウェルビーイングに寄与するかを包

括的に検証した。日本国内の 18 歳から 70 歳の正規雇用および非正規雇用の従業員 250 名を対

象に調査を実施した。本調査では、構造方程式モデリング（SEM）を用いてデータを分析し、仮

説モデルの適合性を検討した。その結果、キャリア自律心理はキャリア自律行動を介して、心

理的ウェルビーイング、ワーク・エンゲイジメント、人生満足度に対して有意な正の影響を持

つことが明らかになった。特に、キャリア自律行動がこれらのウェルビーイング要素において

媒介効果を発揮していることが確認された。 

 次に、組織からの支援がこれらの関係に与える調整効果を検討した結果、意思決定への参加

と公平な成長の機会は、キャリア自律行動と人生満足度の関係に対して負の調整効果を示し

た。一方で、その他の調整要因については、有意な交互作用が確認されず、その調整効果は限

定的であることが示された。 

 また、役職層と一般層の比較では、役職層においてキャリア自律行動が心理的ウェルビーイ

ングと、キャリア自律心理が人生満足度に与える効果が顕著であった。役職層はキャリア形成

において高い裁量権や責任を持つため、自律的な心理や行動が組織内外での成果に直結しやす

い傾向があると考えられる。 

 勤続年数に基づくモデルの比較では、10 年未満の勤続年数を持つ従業員においてキャリア自

律行動からワーク・エンゲイジメントへの効果が特に顕著であることが確認された。若手社員

はキャリアパスを模索し、自らの成長や職業的成功に向けて積極的に行動を起こす傾向が強

く、キャリアに対する自己効力感や成長機会への期待が高いほど、行動における積極性が増

し、ワーク・エンゲイジメントの向上につながると考えられる。一方で勤続年数 10 年以上の従

業員はキャリアパスが一定確立されているため、仕事への動機づけが自己成長から安定性や組

織への貢献といった要因に移行することによって、キャリア自律心理がワーク・エンゲイジメ

ントに与える効果が小さくなったのではないかと考えられる。 

 以上の結果は、キャリア自律心理およびキャリア自律行動が従業員のウェルビーイング向上

において重要な役割を果たすとともに、組織からの支援がその効果に影響を与える可能性を示

している。特に、役職や勤続年数といった従業員の属性による差異に基づいた支援策を設計す

る必要性が示唆された。本研究は、キャリア自律とウェルビーイングに関する新たな実証的知

見を提供するとともに、職場環境における従業員支援策の設計において実践的な示唆を与える

ものである。 
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